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「南極鉱物資源活動規制条約」の採択(1)
吉 田 栄 夫
1982年6月,ウ エ リン トンで 開 始 され た 標 記 の 条 約 の
● 南極条約協議国による多国間交渉は,1988年5月2日か








開かれた会議では科学技術,環 境,法律,政 治など多 く
の面について議論が討わされた.1977年のロンドンでの
第9回 協議会議では,鉱物資源探査 ・開発のための体制

































を選び,レ ジームの"骨 格"に ついて討議 されたが,米
国はかなりまとまった条約形式のレジーム案 を出し,こ
の中で南極地域をあらかじめ4地域 に区分 して,そ れぞ
れに委員会を置いて資源活動の管理 を行 う　"Regional
Panel"なる考 えを示 した,こ れは新たな南極の分割案
としてとくに環境団体などに評判が悪かったが,こ の考
えは地域的に置かれる'`規制委員会"と いう方式に受け
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があ り,概査　(prospecting)　を通 じて,活 動を許可 さ
れる地域の認定(開 放)を 要求できるような貢献を行え
ば,具体的な資源活動管理を行 う"規制委員会"に 当初













































篇麟 鴛 と巖欝 欝 ㌶墓饗 宴●
手続で採択されたのである.この最終決議に署名した国
は協議国20か国と加盟国13か国(こ の中にはこの5月 に










については,次 回で述べたい.一 続 く一
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
NASA/GOddar〔l　Space　Flight　Center
に お け る超 高層 現 象 の 研 究
藤 井 良 一
1987年5月よ り一 年 間 米国 メ リー ラ ン ド州 にあ る米 航
空 宇 宙 局　 (NASA)　ゴ ダー ドス ペ ー ス フ ラ イ トセ ン
タ 　ー(GSFC)で米 国 ア カデ ミー の 給 費 研 究 員 と して,
人工 衛 星 と地 上 デ ー タ を用 い た磁 気 圏物 理の 研 究 を行 っ
て きた.　GSFCは8.000名規 模 の 研 究 所 で 人 工 衛 星 の 管
制 や天 文 ・超 高 層 を含 む広 い 分 野 の研 究 が行 わ れ てい る.
筆 者 の 所 属 した の は,宇 宙 及 び 地球 科学 部 ・地 球 周 辺 科
学 研 究 室 の 中 の 電 磁 気学 の ブ ラ ンチ で,磁 気 圏 の電 場 や
オ ー ロ ラ 粒 子 の 研 究 で 名 高 い,　J.P.　HeppnerやR.A.
Hoffmanのい る ブ ラ ンチ で あ っ た,こ の ブ ラ ン チ は,
他 の 多数 の ブ ラ ンチ 同様,パ ーマ ネ ン トの研 究 者 数 は比
較 的 少 な く(8名),プ ロ ジ ェ ク ト毎 に 雇 う研 究 者 を も
含 む コ ン トラ ク タ ー が多 い(20名)構 成 と な って い る.
筆 者 はGSFCで の 研 究 の他 に,デ ー タ収 集 の た め ア イ
オ ワ 大学 に 行 き,又AGUやIUGG/IAGAに 出 席す る
等,多 くの 人 々 と議 論 す る機 会 を得 た.以 下 に研 究 の ・一
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ナ ミックス・エクスプローラ(DE,米国)衛 星 と昭和
基地との同時観測の例を示す.
DEは2つ の衛星からなり,1号 は地球半径の約4倍







子)の 関係を示す.詳 かいことは省略するが,地 上で観
測される一本一.一本のオーロラアーク(▼ 印)に伴い.強


















































本掘削 したが,28次隊 より使用 している穴の水位が孔口
より約17mとここ数か月間変化 していないので,従 来の
穴を使用 している,ま た,各 建物が不同沈下により歪を















人研究者であった.国 別内訳は,米 国6,メ キシコ1,
ブラジル1,中 国4,チ ェコスロバキア1,西 ドイツ1,

















講演 を含めて17件あった.こ のうち炭素質陽石,非 平衡
コンドライトに関するものやコンドルールの成因に関す
































研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
ジ ャ ック ダ ノ ン
(Dr.　Jacques　A,Danon)
日本学 術 振 興 会 外 国 人招 へ い 研 究 者,第
13回南極 明 石 シ ンポ ジ ウ ム 出席 者
ブ ラジ ル 国立 観 測 所 長
昭和63年6月3日 ～6月27日
南 極 産 及 び ブ ラ ジ ル 産鉄 陽 石 の磁 気 学 的






研 究 課 題
研 究
ジ ェ ラー ド サ ンチ ェス ル ビ オ
(Dr,　Gerardo　Sanchez.Rubio)
外 国 人 研 究 員,第13回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ
ウム 出 席 者
メキ シ コ国 立 大 学 地 質学 部 講 師
日召禾063年6月3日 ～6月20日
アエ ンデn阻 石 と 南極 産 コ ン ドラ イ トの
比 較 研 究
レ来 訪 着く
11月28日～12月IO日　 Dr.　DIBBLE,　R.　(ウェ リ ン ト
ン ・ビ ク トリア 大学 助 教授)
日本 学術 振 興 会外 国 人 招 へ い研 究 者
12月3日　 MT.　JAYATILAKE,　S.　(スリ ラ ンカ 科 学 工
● 業 研 究 所研 究 員)12月19日　 Dr,　TROITSKIY,　P,　(ソ連 科 学 ア カ デ ミー
地 球 物 理研 究所 上級 研 究 員)
1月5日 　 Dr,　MONTAGUE,　T,　(モナ シ ュ大 学 助 手)
1月8日 一1月16日 　 Mr.　STENROOS,　S,　(ヘル シ ン
キ大 学 助 手)
1月23日 一1月28日 　 Dr,　MENG,　C,　(ジョ ンズ ホ プ キ
ンス 大 学応 用物 理研 究 所 主 任研 究 員)
第11回極 域 に お け る 電 磁 圏 磁 気 圏 総 合 観 測
シ ンポ ジ ウム 出 席者
3月10日　 Dr.　OHAKE,　T,　(アラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研
究 所 名 誉 教 授)
3月10日 ～3月16日 　 Mr.　JAYATILAKE,　S.　(スリ ラ
ンカ 科 学 工 業研 究 所研 究 員)
3月15日　 Dr.　McROY,　P.　(アラ ス カ 大学 海 洋 研 究 所 教
授)
3月28日　 Dr,　OBERHANSLI,　R.　(ベル ン 大学 講 師)
4月18日　 Dr.　McROY,　P.　(アラ ス カ 大学 海 洋 研 究 所 教
授)
人 事 異 動(63.5.16)
新 所 属 氏 名 旧 所 属
オーロラ資料部門助手 小 野 高 幸 超高層物理学第一研究部門助手
データ解析資料部門助手 神 沢 博 地球物理学研究部門助手































が吹 き荒れ,埋 設 した槻,屋 外デポ物資の掘 り出しや,
各棟の非常口の確保に苦労する日が続いた.3月24日に
出発 した表3期 明石調査隊(5名)も4月4日 に無事帰










が,出 入口や通路(雪 洞)の 確保が重要な作業となって
いる.ま た,建物周辺の ドリフト分布や沈下量の測定も
行なわれた.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃ 〕
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速CMean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均 〔Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(mfs)
瞬 間 最 大 風 速　CGust)　〔m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　of　e]ear　days)









































































こ う して考 え 出 さ れ たの が'NIPR-1"型プ ラ ン ク ト
ン採 集 器 で あ る,"NIPR-1"は,専 ら海 水 中 に浮 遊 し
てい る 生 物(プ ラ ン ク ト ン)を 異 った 深 さか ら採 集 す
る道 具 と して開 発 され た.そ の 構 造 は極 め て 簡単 で,
直 径20cm,長 さ60cm程の ア ル ミニ ウ ム 製 の 円 筒 の 中
にプ ロ ペ ラ を取 り付 け た電 動 モ ー タ ー を設 置 した もの
で あ る..・定 時 間 プ ロペ ラ を回 転 させ る こと に よ って,
円 筒 の 前 方 か ら 後 方 へ の 水流 を 起 こす.水 流 に よ っ て
運 ば れ た プ ラ ンク トン は,円 筒 後 端 に取 り付 けて あ る
プラ ン ク トン ネ ソ トに捕 集 され る 仕 組 み にな って い る.
換 気 扇 に ネ.ノトを取 り付 けて 水 に 沈 め た よ う な状 態 を
想像 す れ ば よい.
こ の 採 集 器 に よ っ て,海 氷 下 の 動物 プ ラ ン ク ト ンの
垂 直 分 布 に つ い て 多 くの 情 報 を得 る こ とが で き た.例
えば,昭 和 基 地 周 辺 で は,夏 期 間,甲 殻 類 の ・種 商 －
ra　ta　bidot・era　antCU'Ct　iC( が海 氷 直 下 に1立 方 メ ー トル当
りお よ そ2-6万 個 体 の密 度 で 分 布す る こ と が わ か っ
た.ま た,冬 の 北 海 道 サ ロ マ 湖 で は,海 氷 下 端 か ら水
深2m層 の 問 に動 物 プ ラ ン ク トン が 多 く分布 して い る
こと もわ か っ た.
1979年に第 一 号 機 を 試作 して 以 来,少 しつ つ改 良 を
重 ね て来 て はい る が,"NIPR-「'には,定 量 性 の 評 価
や動 物 の 逃避 行 動 な ど検討 す べ き 問題 が い くつ か 残 さ
れ て い る.
現 在 、"NIPR-「'に水 温 や 塩 分 セ ンサ ー を取 り付 け
て,氷 上 で海 氷 下 の 環 境 をモ ニ タ ー しなが ら 希望 す る
水 深 で プ ラ ン ク トン の採 集 が で き る よ う な シ ステ ム を
開 発 中で あ る.将 来 は こ の シ ステ ム を係 留 ブ イに組 み
込 ん で,こ れ まで 最 も調査 の 遅 れ てい る南 極 海 の パ ッ
クア イス域 の生 物調 査 に 役 立 て た い と考 えて い る.
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